












は じ め に
本報告書は、公募研究 「東南アジア ・ドライゾーンの地域形成と発展一 コラー ト高
原を中心と して一 」(平成7～9年 度)お よび国際学術調査 「地域発展の固有論理」
(平成6～8年 度)の成果 としてまとめたものである。この重点領域研究が始 まった頃
には、国を単位 としているという理由によ り地域研究への経済学的アブローチに対 して
批判が投げかけ られていた。公募研究のテーマが 「コラー ト高原 を中心 として」とな っ
ているのは、経済発展を東北タイを中心 とした地方レベルで捉えようとしたか らである。
一方、国際学術研究の方では、国を越 えた レベルで経済発展を捉えようとした。現代は




査 に出かけ られたことは非常に有意義であった。これによりメコン流域 開発計画に関わ
る大陸部東南アジアの6ヶ 国は一通 り見 ることが出来たか らであ る。当初は 「パー ヅ経
済圏」という言葉が示すように、タイの経済発展が周辺諸国にいかに波及 してい くのか
という観点か ら考えていたが、実際にはそれほど単純ではない複雑な関係が見えて きた。
経済活動は国境 を越 えて拡大 し、投資促進策のような制度はグローバル化によってグロ
ーバル ・スタンダー ドに収敏 する一方で、自国の経済開発を進めるため差異化を行おう
とする。産業立地は国境 を越 えて最適配置に向かって進んでい く。この ような状況は一
国経済論で経済発展 を論 じていた時代 とは大 きく異なる。一国 レベルで経済 を論 じるこ
とが不十分な時代になったと考える理 由である。




義的で 「地域性」を取 り入れ る余地がなかったのに対 し、進化経 済学的アプローチでは
「地域性」や 「歴史性」が重要な意味を持って くる。例えば、1980年 代後半か ら大
いに発展 したゲーム論を利用 した日本経済論を挙げることができよう。「経済学は地域
研究 から疎遠か」 という問題 も的外れになってきたのではないだろうか。




ら大 きな変化 を遂げてきてお り、もはや 「経済学は地域研究か ら疎遠かどうか」を議論





展 との間に逆U字 型の関係が存在するというクズネ ッツ仮説は経済が一国で論 じられ
る時代には適合的であったが、グローバル化の時代には国外要因によ り必ず しも成立 し
ないのではないかというのがポイン トである。
「書評 杉原 薫 著 『アジア間貿易の形成 と構造』」は19世紀後半か ら20世紀初頭
にかけての植民地主義的 自由貿易の時代について書かれた本に対する書評である。この
本は、この時期、ウェスタン ・インパク トを受けてアジア間貿易は大いに発展 したこと




とする説も可能であるが、このような見方は 「歴史性」を無視 して いると考える。「進
化経済学」では 「歴史性」が重視され る。従来の普遍論的な経済学では資源賦存状況に
よって経 済のあ り方が規定 され るため歴史上の出来事は痕跡を留めないのに対 して、
「進化経済学」では 「経路依存性 〔PathDependence}」を重視することによ り歴史的出
来事が経済発展のパ ターンを規定する。この観点か らす ると、1960年代の輸入代替工
業化の時代は発展経路 を変えてい く努力であ った と評価で きるだろう。
この ような考え方は、筆者が1996年9月に国際交流基金の事業 としてラオスで行 っ
た 日本 経 済 論 の セ ミナ ー で ま す ま す 意 識 す る よ う に な っ た 。"JapaneseEconomic
Develop鵬ntandLaos:WecanChange!"は、 その 時の 内容 を まとめ た もので あ る1。1
ヶ月 の間 に、二 日間の 講義 を二 回、一週 間の セ ミナー を2回 、半 日の 講演 会 を一 回行 っ
た。そ の時 の詳 しい 日程 とテーマ をラオス側 が準 備 した予 定 表か ら抜 き出 す と以下 の通
りで あ る。
Thursday, September 12, 1998 
   9:30 - 11:30 Lecture on the success of Japanese conomic development 
              in the past years, Japanese economic managementsystem, 
              lesson obtained in the development, which will beheld
            at NSAM. 
   14:00-16:30 To continue the Lecture 
Friday, September 13, .1996 
  9:00 - 11:30 To continue the Lecture 
  14:00 - 18:30 To continue the Lecture 
From Monday, September 16, 1996 to Friday, September 20, 1998 
  Morning: 8:30 - 11:30 and Afternoon: 14:00 - 16:30: 
               Lecture on system of economy andmacro economic development of
             Japan to the students in state administration section at NSAM.
From Monday, September 23, 1996 to Friday, September 27, 1996 
  Morning: 8:30 - 11:30 and Afternoon: 14:00 - 16:30: 
              Lecture on business management,systemof foreign marketing 
              management, financial management system, Japanese methodof 





             intensive education system (10 months) at NSAM. 
Thursday, September 30, 1996 
  9:30 - 11:30 Lecture on the success of Japanese economic development 
               in the past years, Japanese economic management system, 
             lesson obtained in the development, which will be held
             at the National School of Politics. 
  14:00 - 16:30 To continue the Lecture 
Friday, October 1, 1996 
  9:00 - 11:30 To continue the Lecture 
  14:00 - 16:30 To continue the Lecture
聴講者の多 くはラオスの中央および地方政府の役人であ り、副大 臣 ・副知事クラスか ら
若手 クラス まで計200人くらいの人たちに話をすることになった。スケジュールと して
はハー ドではあ ったが、多 くの人たちと接 して議論する機会を持てたことは非常に有意
義であった。社会主義国の欠点 も見せつけられたが、聴講者の熱気に、市場主義者のよ
うに 「政府はインフラ整備に努め、産業 に介入すべきではない」などとはいう気になれ
ず、やは り日本人 としては 「日本の産業発展における政府の役割か ら学ぶべ きだ」と言
わざるを得なか った。同時に、現在の日本の経済問題はラオスとも共通す るところがあ
り、それが副題の"We　Can　Ch&nge!"となった。講義の後で、その 日の講義内容をまと
めたため、構成 も統一が とれてお らず、また英文チ ェヅクも経ていないため読みづ らい
とは思 うが、む しろ講義をしながら何 を考えていたのかを記録するという目的でほぼそ
の ままの形で ここに収録することにした。(なお、 この講義録は近 い将来、手 を加 えて
印刷 し、ラオスの関係者に配 る予定である。)
　「伝統産業:移 り変わ る伝統」、「タイの経済発展 と農村間分業の形成:ヤリトン県の三角
枕の事例」、"Expansion　of　Cottage　Industry　in　Noptheast　Thailand:The　Case　of
Triangular　Pi110ws　inYasothon　Provinoe"の3本の論文 は、タイの急速な経済発展
が地方の レベルでどのような変貌を遂げてい るのかを見ようとしたものであ る。「タイ
IV
の経済発展」を統計で表わされた点として見るのではな く、地理的広が りをもった空間




の主張は この伝統産業の研究 とも共通するところを持 っている。そのインプ リケーショ
ンはさ らに大 きな意味 を持っている。国内の地方レベル の経済関係 を東南アジアや東ア
ジア という地域 レベルの議論に置 き換えたときグ ローバル化の議論 と似通 って くると
いうフラクタル的な構造が見えて くるとい うことである。
8～10番目の3本 の論文、「タイ家電産業の発展 と市場構造」、「タイの 自動車組立産
業 と自由化政策」、「NAFTAと タイ経済」はタイの産業政策 を論 じたものであ る。
対象時期 は1960年 代の一国発展論が通用 した輸入代替の時期か ら、現代のグローバ
ル化の時期までカパー してお り、その変遷を見ることがで きるだろう。産業政策がグロ
ーバル化 によって各国とも共通化 して くると、「集積の経済性」や 「最適配置」 といっ
た地理的要因が重要にな って くることがそのポイン トであ る。
最後の論文"StateofThaiStudiesinJapan:Econo鵬ジ は宮田敏之氏(京 都大学)
との共著論文であ る。 この論文は、 もともとKitaharaAtsus』iandAkagiOsameds,
5'君θof2加f5甜ゴfθ5抽ノ4ρε〃,1996に納め られたものを加筆修正 したものである。
この論文は、日本におけるタイ経 済研究のサーベイ論文ではあるが、現在の筆者のタイ
経済発展の捉 え方にそってまとめ られているため、ここに加 えることにした。
最後に、 ここに転載 を許可 していただいた 『経済セ ミナー』編集部、『ア ジア研究』
編集委員会、アジア経済研究所 に対 しお礼を申 し上 げたい。
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